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　お子さんがいらっしゃる方なら、「お話を聞かせて」と
せがまれ、即興でお話を作った経験があるのではない
でしょうか。私自身、子どもの頃、両親に「寝る前のお
話」を何度も作ってもらったことを覚えています。
　今日は、皆さんもきっとご存じであろう、イギリスで愛
されている二つの児童文学作品をご紹介したいと思い
ます。『くまのプーさん』と『きかんしゃトーマス』です。
　『くまのプーさん』は、今年で誕生から100年を迎えま
す。作者のA.A.ミルンが息子のクリストファー・ロビン・
ミルンのために作った物語であるため、人間の主人公
の名前も「クリストファー・ロビン」なのです。プーさん、
ピグレット、イーヨー、カンガ、ルー、ティガーといった
キャラクターはすべて、クリストファーが持っていたぬい
ぐるみをモデルにしていて、物語の舞台は一家の別荘
の近くにある森でした。
　一方、『きかんしゃトーマス』は、1940年代にウィル
バート・オードリーによって考案されました。彼は息子の
クリストファー・オードリーのために鉄道模型を作り、そ
の列車にまつわるお話を聞かせるようになりました。そ
れらのお話はやがて「汽車のえほん（Railway Series）」
シリーズとなり、トーマスは1946年に出版された『きか
んしゃトーマス（Thomas the Tank Engine）』で初
めて登場しました。
　ある「偶然の一致」にお気づきでしょうか？
　誕生時期には20年の開きがありますが、イギリスで愛
され続けているこれら二つの物語は、どちらも「クリスト
ファー」という名の幼い男の子のために、父親が書いた
ものなのです。
　創作の背景がなんと素晴らしいことだと思いませんか？

　To those of you with children, 
do you remember being asked to 
make up stories for them? I remember asking my 
parents to invent bedtime stories for me again 
and again.
　Today, I’d like to introduce two popular British 
children’s stories that I’m sure you know: 
Winnie-the-Pooh and Thomas the Tank Engine.
　Winnie-the-Pooh is 100 years old this year. A. A. 
Milne created it for his son, Christopher Robin 
Milne, which is why the main human character is 
called Christopher Robin. Winnie-the-Pooh, Piglet, 
Eeyore, Kanga, Roo and Tigger were all based on 
the real Christopher’s stuffed animals, and the 
stories were set in the woods near the family’s 
country home.
　Thomas the Tank Engine was first conceived by 
Wilbert Awdry in the 1940s. He built a model 
railway for his son, Christopher Awdry, and began 
telling him stories about the trains. These eventually 
became the Railway Series, with Thomas first 
appearing in the 1946 book Thomas the Tank 
Engine.
　Did you notice the coincidence?
　Although created 20 years apart, both of these 
much-loved British stories were written by fathers 
for little boys named Christopher.
　How wonderful is that?
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